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東
芝
の
不
正
会
計
問
題
と
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革

佐　

賀　

卓　

雄

は
じ
め
に

　

日
立
と
並
び
日
本
の
総
合
電
機
を
代
表
す
る
東
芝
が
不

正
会
計
処
理
の
疑
い
で
証
券
取
引
等
監
視
委
員
会
の
調
査

を
受
け
た
こ
と
は
、
同
社
が
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
以
降

も
比
較
的
堅
調
な
業
績
の
推
移
を
記
録
し
て
い
た
だ
け
に

大
き
な
驚
き
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
た
。

　

今
回
、
露
見
し
た
東
芝
の
不
正
会
計
問
題
は
、
同
社
が

わ
が
国
企
業
の
中
で
は
い
ち
早
く
委
員
会
等
設
置
会
社
に

移
行
し
「
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
優
れ
た
会
社
」
と
い
う
評
価
を

受
け
て
い
た
だ
け
に
、
そ
の
衝
撃
は
大
き
か
っ
た
。
時
あ

た
か
も
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
、
ガ
バ
ナ
ン

ス
・
コ
ー
ド
が
制
定
さ
れ
、「
企
業
統
治
元
年
」
と
呼
ば

れ
て
い
た
時
期
だ
け
に
、
株
式
会
社
改
革
の
動
き
に
冷
水

を
浴
び
せ
る
結
果
に
な
っ
た
。

　

以
下
で
は
、
東
芝
の
不
正
会
計
処
理
の
実
態
、
背
景
、

動
機
に
つ
い
て
検
討
し
、
わ
が
国
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ

バ
ナ
ン
ス
改
革
へ
の
影
響
に
つ
い
て
評
価
す
る
。
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一
、
用
語
の
定
義

　

最
初
に
言
葉
の
定
義
を
し
て
お
き
た
い
。
と
い
う
の

は
、
七
月
二
〇
日
に
東
芝
の
会
計
処
理
に
つ
い
て
「
第
三

者
委
員
会
」
の
報
告
書
（
以
下
、『
報
告
書
』
と
表
記
）

が
公
表
さ
れ
、
新
聞
各
紙
が
そ
の
内
容
を
報
道
す
る
際
、

そ
の
表
現
が
バ
ラ
バ
ラ
で
あ
り
、
こ
の
時
点
で
は
こ
の
問

題
の
性
格
に
つ
い
て
未
だ
十
分
な
分
析
が
行
わ
れ
て
い
な

い
こ
と
を
窺
わ
せ
た
か
ら
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
七
月
二

四
日
時
点
で
、
朝
日
新
聞
と
毎
日
新
聞
が
「
不
正
会
計

（
決
算
）」、
読
売
新
聞
と
日
本
経
済
新
聞
が
「
不
適
切
会

計
」、
産
経
新
聞
が
「
利
益
水
増
し
問
題
」
と
な
っ
て
い

た
（
そ
の
後
に
明
ら
か
に
な
っ
た
事
実
を
受
け
て
、
何
紙

か
は
そ
れ
以
前
の
表
現
を
変
更
し
て
い
る
）。

　

そ
の
後
、
公
認
会
計
士
・
監
査
審
査
会
の
千
代
田
邦
夫

会
長
は
日
本
経
済
新
聞
の
取
材
に
対
し
て
「
事
実
を
虚
偽

表
示
す
る
の
が
粉
飾
。
意
図
的
に
や
っ
た
か
ど
う
か
の
問

題
で
（
東
芝
の
件
）
は
明
確
に
不
正
と
結
び
つ
い
て
い

る
」
と
述
べ
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
一
応
の
決
着
が
つ

け
ら
れ
た
（『
日
本
経
済
新
聞
』
二
〇
一
五
年
九
月
一
八

日
朝
刊
）。
ち
な
み
に
、
日
本
公
認
会
計
士
協
会
は
、「
不

適
切
な
会
計
処
理
」
を
「
意
図
的
で
あ
る
か
否
か
に
か
か

わ
ら
ず
、
財
務
諸
表
作
成
時
に
入
手
可
能
な
情
報
を
使
用

し
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
、
又
は
こ
れ
を
誤
用
し
た
こ
と

に
よ
る
誤
り
」（
監
査
・
保
証
実
務
委
員
会
研
究
報
告
第

二
五
号
「
不
適
切
な
会
計
処
理
が
発
覚
し
た
場
合
の
留
意

事
項
に
つ
い
て
」
二
〇
一
二
年
三
月
二
二
日
）
と
し
、

「
不
正
」
を
「
不
当
又
は
違
法
な
利
益
を
得
る
た
め
に
他

者
を
欺
く
行
為
を
伴
う
、
経
営
者
、
取
締
役
等
、
監
査
役

等
、
従
業
員
又
は
第
三
者
に
よ
る
意
図
的
な
行
為
を
い

う
」（
公
認
会
計
士
協
会
「
財
務
諸
表
に
お
け
る
不
正
」

二
〇
一
一
年
一
二
月
二
二
日
）
と
し
て
い
る
。
要
す
る

に
、
意
図
的
で
あ
る
か
ど
う
か
が
判
断
の
基
準
に
な
る
と
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い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、「
粉
飾
決
算
」
に
つ
い
て

は
特
に
定
義
は
な
い
が
、「
不
正
会
計
」
と
同
義
、
あ
る

い
は
新
聞
社
に
よ
っ
て
は
強
制
調
査
（
捜
査
）
の
有
無
を

あ
げ
て
い
る
。

　

第
三
者
委
員
会
の
報
告
書
自
体
は
「
不
適
切
な
会
計
処

理
」
と
い
う
表
現
を
採
用
し
て
い
る
が
、
そ
れ
が
詳
細
に

明
ら
か
に
し
て
い
る
よ
う
に
、
東
芝
の
利
益
水
増
し
の
方

法
は
ど
う
見
て
も
意
図
的
な
も
の
で
あ
り
、
公
認
会
計
士

協
会
の
基
準
に
し
た
が
え
ば
「
不
正
会
計
」
な
い
し
「
粉

飾
」
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、
会
計
学
の
分
野
で
は
、
Ｇ
Ａ
Ａ
Ｐ
（
一
般
会
計

原
則
）
で
認
め
ら
れ
る
範
囲
で
の
、
利
益
の
正
確
な
測
定

か
ら
乖
離
す
る
会
計
処
理
を
「
利
益
調
整
」（earnings 

m
anagem

ent

）
と
呼
ん
で
い
る
。
そ
れ
を
逸
脱
し
て
Ｇ

Ａ
Ａ
Ｐ
に
違
反
す
る
会
計
処
理
が
粉
飾
と
い
う
こ
と
に
な

る
（
図
表
１
参
照
）。

　

た
だ
し
、
同
報
告
書
は
監
査
人
の
責
任
問
題
に
つ
い
て
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は
調
査
の
対
象
外
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
役
割
と
責
任
に

は
ま
っ
た
く
言
及
し
て
い
な
い
。
そ
の
根
拠
と
し
て
、

「
本
調
査
の
目
的
は
、
会
社
の
不
適
切
な
会
計
処
理
に
つ

い
て
、
そ
の
内
容
、
原
因
、
背
景
等
を
含
め
た
事
実
関
係

を
究
明
す
る
こ
と
に
あ
り
、・
・
・
外
部
の
独
立
会
計
監

査
人
と
し
て
の
監
査
が
適
切
で
あ
っ
た
か
否
か
の
評
価
の

た
め
に
は
、
監
査
業
務
の
全
体
的
な
枠
組
み
と
プ
ロ
セ
ス

の
視
点
か
ら
の
組
織
的
か
つ
綿
密
な
調
査
が
必
要
で
あ

り
、
委
嘱
事
項
に
つ
い
て
調
査
を
実
施
す
る
本
委
員
会
で

は
か
か
る
評
価
は
行
わ
な
い
」（『
報
告
書
』
二
八
六
頁
）

と
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
東
芝
と
第
三
者
委
員
会
の

間
で
合
意
・
確
認
さ
れ
た
「
委
託
に
係
る
調
査
対
象
」
は

何
か
と
い
う
と
、

①　

工
事
進
行
基
準
案
件
に
係
る
会
計
処
理

②　

映
像
事
業
に
お
け
る
経
費
計
上
に
係
る
会
計
処
理

③　

デ
ィ
ス
ク
リ
ー
ト
、
シ
ス
テ
ム
Ｌ
Ｓ
Ｉ
を
主
と
す
る

半
導
体
事
業
に
お
け
る
在
庫
の
評
価
に
係
る
会
計
処
理

④　

パ
ソ
コ
ン
事
業
に
お
け
る
部
品
取
引
等
に
係
る
会
計

処
理
で
あ
る
（
こ
の
う
ち
、
②
な
い
し
④
は
東
芝
か
ら

の
要
望
で
追
加
さ
れ
た
）（『
報
告
書
』
一
五
頁
）。

　
『
報
告
書
』
は
こ
の
四
点
に
つ
い
て
は
、
詳
細
な
分
析

を
行
い
、
そ
の
会
計
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
。
し
か
し
、
委
嘱
事
項
は
総
論
的
に
は
「
会
計
処
理
が

適
切
性
を
欠
く
と
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
発
生
原
因
の
究

明
及
び
再
発
防
止
策
の
提
言
を
行
う
こ
と
」
で
あ
り
、
先

の
四
つ
の
問
題
は
い
わ
ば
各
論
で
あ
る
。
発
生
原
因
の
究

明
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
監
査
委
員
会
と
並
ん
で
ガ
バ

ナ
ン
ス
の
要
に
位
置
す
る
監
査
人
の
役
割
と
責
任
は
、
当

然
、
調
査
対
象
と
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。『
報
告
書
』

が
不
正
な
会
計
処
理
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
詳
細
に
明
ら
か
に

し
て
い
る
一
方
で
は
、
そ
の
原
因
の
究
明
に
つ
い
て
は
肩

透
か
し
し
た
印
象
を
与
え
て
い
る
。

　

そ
も
そ
も
第
三
者
委
員
会
に
期
待
さ
れ
る
役
割
は
何

か
。
日
本
弁
護
士
連
合
会
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン[

二
〇
一
〇]
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は
、
第
三
者
委
員
会
の
役
割
と
し
て
「
経
営
者
自
身
の
た

め
だ
け
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
ス
テ
ー
ク
・
ホ
ル
ダ
ー
の

た
め
に
調
査
を
実
施
し
、
そ
れ
を
対
外
的
に
公
表
す
る
こ

と
で
、
最
終
的
に
は
企
業
等
の
信
頼
と
持
続
可
能
性
を
回

復
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

そ
の
調
査
対
象
に
つ
き
、「
第
一
次
的
に
は
不
祥
事
を
構

成
す
る
事
実
関
係
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
止
ま
ら
ず
、
不
祥

事
の
経
緯
、
動
機
、
背
景
お
よ
び
類
似
案
件
の
存
否
、
さ

ら
に
当
該
不
祥
事
を
生
じ
さ
せ
た
内
部
統
制
、
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
上
の
問
題
点
、
企
業
風
土
に
か

か
わ
る
状
況
の
認
定
、
評
価
を
総
合
的
に
考
慮
し
て
、
不

祥
事
の
原
因
分
析
を
行
う
」（
第
一
部　

基
本
原
則
、
第

一
．
第
三
者
委
員
会
の
活
動
）
と
し
て
い
る
。
同
様
に
、

「
第
三
者
委
員
会
は
、
企
業
等
と
協
議
の
上
、
調
査
対
象

と
す
る
事
実
の
範
囲
（
調
査
ス
コ
ー
プ
）
を
決
定
す
る
。

調
査
ス
コ
ー
プ
は
、
第
三
者
委
員
会
設
置
の
目
的
を
達
成

す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」、
ま

た
「
第
三
者
委
員
会
は
、
不
祥
事
に
関
す
る
事
実
の
認

定
、
評
価
と
、
企
業
等
の
内
部
統
制
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
上
の
問
題
点
、
企
業
風
土
に
か
か
わ
る

状
況
の
認
定
、
評
価
を
総
合
的
に
考
慮
し
て
、
不
祥
事
の

原
因
分
析
を
行
う
」
が
、「
そ
の
判
断
に
よ
り
、
必
要
に

応
じ
て
、
調
査
ス
コ
ー
プ
を
拡
大
、
変
更
等
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
」（
第
二
部　

指
針
、
第
一
．
第
三
者
委
員
会

の
活
動
に
つ
い
て
の
指
針
）
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
拠
れ
ば
、
第
三
者
委
員
会
は
不

祥
事
の
原
因
分
析
に
当
た
っ
て
あ
ら
ゆ
る
側
面
と
要
因
を

調
査
対
象
と
す
べ
き
で
あ
り
、
た
と
え
委
嘱
事
項
で
な
く

と
も
、
委
員
会
が
必
要
と
判
断
す
れ
ば
調
査
対
象
と
し
て

取
り
上
げ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
た

が
っ
て
、
不
正
会
計
処
理
に
果
た
し
た
監
査
人
の
役
割
と

責
任
を
調
査
の
対
象
外
と
す
る
理
由
は
な
い
。
も
ち
ろ

ん
、
限
ら
れ
た
時
間
と
制
約
の
中
で
作
業
を
行
う
以
上
、

徹
底
し
た
包
括
的
な
原
因
分
析
は
困
難
な
場
合
も
予
想
さ
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書
』
は
会
計
操
作
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
に
つ
い
て
詳
細
な
分
析

を
行
い
、
利
益
の
過
大
計
上
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
『
報
告
書
』
は
各
事
業
分
野
に
お
け
る
利
益
操
作
に
つ

い
て
詳
細
な
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
東
芝
が

行
っ
た
自
主
チ
ェ
ッ
ク
分
も
加
え
た
修
正
額
は
図
表
２
の

よ
う
に
な
る
。『
報
告
書
』（
第
二
章
～
第
五
章
）
が
明
ら

か
に
し
た
利
益
操
作
は
四
事
業
分
野
に
及
ん
で
い
る
。

①　

イ
ン
フ
ラ
事
業
に
お
け
る
工
事
進
行
基
準

　
「
工
事
進
行
基
準
」
と
は
、
受
注
か
ら
完
成
・
引
き
渡

し
ま
で
数
年
は
か
か
る
長
期
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
用
い
ら

れ
る
会
計
処
理
で
あ
り
、
工
事
収
益
総
額
、
工
事
原
価
総

額
及
び
決
算
日
に
お
け
る
工
事
進
捗
度
を
見
積
り
、
こ
れ

に
応
じ
て
当
期
の
工
事
収
益
及
び
工
事
原
価
を
計
上
す
る

方
法
で
あ
る
。
見
積
も
り
は
ど
う
し
て
も
恣
意
性
が
入
り

込
む
余
地
が
あ
る
か
ら
、
仮
に
不
正
の
意
図
が
な
く
と

も
、
企
業
の
さ
じ
加
減
で
コ
ス
ト
の
見
積
り
金
額
が
変

わ
っ
て
く
る
と
い
う
問
題
が
あ
る
。『
報
告
書
』
で
は
、

れ
る
が
、
そ
の
本
質
的
な
要
因
を
見
逃
す
よ
う
で
は
利
害

関
係
を
持
た
な
い
第
三
者
に
よ
る
原
因
分
析
の
意
味
が
な

い
。

　

監
査
人
は
企
業
の
公
開
す
る
財
務
情
報
の
真
実
性
を
担

保
す
る
最
も
重
要
な
拠
り
所
で
あ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、

財
務
報
告
に
関
す
る
内
部
統
制
報
告
書
の
監
査
を
通
じ
て

内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
が
有
効
に
機
能
し
て
い
る
か
ど
う
か

の
チ
ェ
ッ
ク
も
行
い
、
資
本
市
場
に
対
す
る
信
頼
性
を
維

持
す
る
た
め
の
重
要
な
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
東
芝
の
第
三
者
委
員
会
が
監
査
人
の
問
題
を
調
査
の

対
象
外
に
置
い
た
の
は
、
そ
の
報
告
書
の
価
値
を
著
し
く

損
な
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

二
、
不
正
会
計
処
理
の
実
態

　

そ
の
よ
う
な
大
き
な
欠
落
は
あ
る
も
の
の
、『
報
告
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受
注
時
点
で
赤
字
が
確
定
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

適
切
に
損
失
を
計
上
せ
ず
（
売
上
の
過
大
計
上
、
工
事
損

失
引
当
金
の
過
少
計
上
）
利
益
を
水
増
し
し
て
い
る
疑
い

の
あ
る
一
五
案
件
を
取
り
上
げ
、
そ
の
総
額
を
四
七
七
億

円
（
そ
の
後
、
四
七
九
億
円
に
修
正
（
図
表
３
）)

と
し

て
い
る
。

②　

映
像
事
業
の
経
費
計
上

　

映
像
事
業
で
は
、
二
〇
〇
八
年
頃
よ
り
損
益
目
標
値
を

達
成
す
る
た
め
の
対
策
と
し
て
、「
キ
ャ
リ
ー
・
オ
ー

バ
ー
」
と
称
す
る
損
益
調
整
が
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に

は
、
引
当
金
の
計
上
時
期
、
費
用
計
上
の
先
送
り
、
在
庫

評
価
な
ど
の
操
作
が
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
総
額
は
五
八

億
円
（
そ
の
後
、
六
一
億
円
に
修
正
）
で
あ
る
。

③　

パ
ソ
コ
ン
事
業
の
部
品
取
引

　

東
芝
は
台
湾
の
Ｏ
Ｄ
Ｍ
（O

riginal D
esign 

M
anufacturing

、
委
託
者
の
ブ
ラ
ン
ド
で
販
売
さ
れ
る

製
品
の
設
計
・
開
発
・
製
造
を
行
う
企
業
）
に
対
し
て
部
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品
を
有
償
支
給
し
て
い
る
。
そ
の
価
格
は
、
Ｏ
Ｄ
Ｍ
に
東

芝
の
調
達
価
格
が
明
ら
か
に
な
り
、
競
合
他
社
に
漏
洩
す

る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
に
、
調
達
価
格
を
上
回
る
「
マ

ス
キ
ン
グ
価
格
」
に
よ
っ
て
い
る
。
こ
の
マ
ス
キ
ン
グ
価

格
は
調
達
価
格
の
五
倍
近
い
金
額
に
な
っ
て
お
り
、
東
芝

は
マ
ス
キ
ン
グ
価
格
と
調
達
価
格
の
差
を
製
造
原
価
の
マ

イ
ナ
ス
と
い
う
形
で
利
益
計
上
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な

会
計
操
作
の
結
果
、
パ
ソ
コ
ン
事
業
は
三
、
六
、
九
、
一

二
月
の
み
、
営
業
利
益
が
売
上
高
を
上
回
る
異
常
値
を
示

し
て
い
た
。
こ
の
総
額
は
五
九
五
億
円
（
後
に
、
五
七
八

億
円
に
修
正
）
で
、
今
回
明
ら
か
に
な
っ
た
各
事
業
部
門

の
利
益
の
過
大
計
上
の
中
で
最
大
で
あ
る
。

④　

半
導
体
事
業
の
在
庫
評
価

　

半
導
体
事
業
に
お
い
て
は
、
在
庫
に
つ
い
て
の
評
価
損

の
計
上
を
先
送
り
す
る
こ
と
に
よ
り
、
利
益
を
過
大
計
上

し
て
い
た
。
そ
の
額
は
三
七
一
億
円
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
利
益
の
過
大
計
上
額
は
、
二
〇
〇
八
年
度
か
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ら
二
〇
一
四
年
度
第
３
四
半
期
ま
で
の
期
間
に
二
二
四
八

億
円
に
達
し
、
こ
の
期
間
の
税
引
前
利
益
の
三
八
・
六
％

を
占
め
て
い
る
。

　

二
〇
〇
一
年
に
破
綻
し
た
ア
メ
リ
カ
の
エ
ン
ロ
ン
社

が
、
Ｓ
Ｐ
Ｅ
（
特
別
目
的
組
合
）
を
利
用
し
た
簿
外
取

引
、
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
、
商
品
取
引
を
利
用
し
た
負
債
調
達

な
ど
、「
不
正
会
計
の
デ
パ
ー
ト
」
の
よ
う
な
様
相
を
示

し
て
い
た
の
に
較
べ
れ
ば
、
東
芝
の
不
正
会
計
処
理
は
、

貸
借
対
照
表
（
Ｂ
／
Ｓ
）
お
よ
び
損
益
計
算
書
（
Ｐ
／

Ｌ
）
に
お
け
る
、
利
益
の
早
期
計
上
、
費
用
計
上
の
先
延

ば
し
（
そ
の
逆
の
操
作
に
よ
る
利
益
の
過
少
表
示
）、
架

空
利
益
の
計
上
と
い
っ
た
不
正
会
計
の
古
典
的
手
法
で
あ

る
（
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
佐
賀[

二
〇
〇
七]

、
シ
リ
ッ

ト
・
バ
ー
ラ
ー[

二
〇
一
五]

を
参
照
さ
れ
た
い
）。
こ
の

間
、
歴
代
の
Ｃ
Ｆ
Ｏ
（
財
務
担
当
責
任
者
）
が
監
査
委
員

長
に
横
滑
り
す
る
と
い
う
こ
と
が
続
け
ら
れ
、
十
分
な
情

報
が
提
供
さ
れ
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
取
締
役
会
お
よ
び

（
あ
る
い
は
）
監
査
委
員
会
、
あ
る
い
は
監
査
人
が
パ
ソ

コ
ン
事
業
の
毎
四
半
期
決
算
時
に
売
上
高
を
越
え
る
営
業

利
益
を
計
上
す
る
と
い
う
異
常
に
気
が
つ
か
な
か
っ
た
こ

と
に
は
首
を
傾
げ
ざ
る
を
え
な
い
。
ガ
バ
ナ
ン
ス
構
造
以

前
の
問
題
で
あ
ろ
う
。

三
、
不
正
の
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
（
あ
る

い
は
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
）・
モ
デ
ル

　
『
報
告
書
』
公
表
後
、
決
算
の
修
正
が
行
わ
れ
、
二
〇

〇
八
年
度
か
ら
二
〇
一
四
年
度
第
３
四
半
期
ま
で
の
税
引

前
利
益
は
二
二
四
八
億
円
過
大
に
計
上
さ
れ
、
そ
れ
を
差

し
引
い
た
修
正
後
の
累
計
税
引
前
利
益
は
三
五
八
二
億
円

で
あ
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
た
。

　

今
後
、
さ
ら
に
繰
延
税
金
資
産
や
の
れ
ん
代
の
計
上
に

つ
い
て
も
問
題
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
ひ
と
ま
ず
東

芝
の
不
正
会
計
処
理
の
実
態
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
と
い
え
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る
。
そ
れ
で
は
、
歴
代
の
社
長
（
そ
れ
に
加
え
て
事
情
を

知
る
立
場
に
あ
っ
た
財
務
担
当
役
員
）
が
不
正
に
手
を
染

め
た
理
由
は
何
か
、
ま
た
そ
れ
を
監
視
す
る
立
場
に
い
た

取
締
役
会
、
と
り
わ
け
監
査
委
員
会
、
あ
る
い
は
外
部
の

監
査
人
は
何
故
そ
れ
に
気
が
つ
か
な
か
っ
た
の
か
と
い
う

こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
先
に
述
べ
た
よ

う
に
、『
報
告
書
』
は
監
査
人
の
問
題
は
調
査
の
対
象
外

に
し
て
い
る
た
め
、
金
融
庁
に
よ
る
検
査
を
待
た
ね
ば
な

ら
な
い
が
、
前
者
の
問
題
に
つ
い
て
は
同
社
の
ガ
バ
ナ
ン

ス
上
の
問
題
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
種
の
問
題
を
分
析
す
る
た
め
の
枠
組
み
と
し
て
、

ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
犯
罪
を
対
象
に
し
た
ト
ラ
イ
ア
ン
グ

ル
、
あ
る
い
は
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
モ
デ
ル
と
呼
ば
れ
る
も

の
が
あ
る(

以
下
はK

assem
 and H

igson[2012]

に
よ

る)

。
ア
メ
リ
カ
で
は
不
正
な
会
計
報
告
を
問
題
に
し
た

ト
レ
ッ
ド
ウ
ェ
イ
委
員
会
（
あ
る
い
は
、
内
部
統
制
シ
ス

テ
ム
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
き
た
傘
下
の
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｏ

（C
om

m
ittee of Sponsoring O

rganization of 

T
radew

ay Com
m

ission

、
ト
レ
ッ
ド
ウ
ェ
イ
委
員
会

支
援
組
織
委
員
会
））
の
分
析
に
も
影
響
を
与
え
て
き
た

も
の
で
あ
る
。
不
正
行
為
の
事
例
分
析
を
通
し
て
ト
ラ
イ

ア
ン
グ
ル
・
モ
デ
ル
を
提
唱
し
た
の
は
、
ド
ナ
ル
ド
・
ク

レ
ッ
セ
イ
ー
（D

onald Cressey

）
で
あ
る
。
ク
レ
ッ

セ
イ
ー
は
不
正
行
為
に
手
を
染
め
る
こ
と
に
な
る
要
因
と

し
て
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
、
機
会
（O

pportunity

）、
そ
し

て
正
当
化
（Rationalization

）
を
あ
げ
る
。
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
は
共
有
で
き
な
い
金
銭
的
問
題
（non-shareable 

financial problem

）、
機
会
は
金
銭
的
な
問
題
を
解
決

す
る
た
め
に
他
人
に
気
づ
か
れ
ず
に
不
正
な
行
為
を
行
え

る
地
位
に
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
正
当
化
は
自
ら
の
行
為
を

違
法
で
は
な
い
と
納
得
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
正
当
化
に

つ
い
て
、
ク
レ
ッ
セ
イ
ー
は
大
部
分
の
不
正
行
為
者
は
初

犯
で
あ
り
、
追
い
詰
め
ら
れ
た
末
に
そ
の
よ
う
な
行
為
に

手
を
染
め
た
普
通
の
善
良
な
人
（ordinary, honest 
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people

）
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

　

こ
の
三
要
因
が
満
た
さ
れ
る
と
不
正
行
為
が
起
き
る
と

い
う
意
味
で
、
こ
れ
は
「
不
正
の
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
・
モ

デ
ル
」（Fraud T

riangle M
odel

）
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
こ
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
は
非
金
銭

的
動
機
も
含
め
ら
れ
、「
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
／
動
機
」
と
い

う
要
因
と
し
て
表
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、

そ
の
要
素
と
し
て
「
金
銭
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、
強
制
、
エ

ゴ
」（m

oney,ideology,coercion,and ego

）
が
あ
げ
ら

れ
頭
文
字
を
と
っ
て
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
モ
デ
ル
と
呼
ば
れ
て
い

る
。
ま
た
、
不
正
な
財
務
報
告
の
問
題
に
適
用
で
き
る
よ

う
に
、
正
当
化
に
代
わ
り
、
個
人
の
行
動
に
関
す
る
倫
理

規
範(the personal code of ethical behaviour)
を

表
す
「
個
人
高
潔
度
」(personal integurity)

と
い
う

概
念
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、W

olfe and H
erm

anson[2004]

は
、
不
正

行
為
は
そ
の
よ
う
な
行
為
を
行
う
権
限
を
持
つ
人
間
が
い

な
け
れ
ば
起
き
な
い
と
い
う
意
味
で
、
能
力(Capability)

と
い
う
要
因
を
付
け
加
え
、「
不
正
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
」

(T
he Fraud D

iam
ond)

と
呼
ん
だ
。
確
か
に
多
く
の
不

正
行
為
は
特
定
の
人
間
に
権
限
が
集
中
し
、
第
三
者
か
ら

の
チ
ェ
ッ
ク
が
効
か
な
い
状
態
の
時
に
起
き
て
い
る
。
そ

の
よ
う
な
状
況
は
企
業
内
で
ず
ば
抜
け
た
稼
ぎ
手
で
あ
る

ス
タ
ー
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
存
在
す
る
時
に
起
こ
り
や
す
い

（
例
え
ば
、
ジ
ャ
ン
ク
・
ボ
ン
ド
の
取
引
で
ド
レ
ク
セ

ル
・
バ
ー
ナ
ム
・
ラ
ン
ベ
ー
ル
証
券
の
収
益
の
ほ
と
ん
ど

全
部
を
稼
ぎ
だ
し
て
い
た
マ
イ
ケ
ル
・
ミ
ル
ケ
ン
、
日
経

二
二
五
先
物
取
引
で
稼
ぎ
ま
く
っ
て
い
た
ベ
ア
リ
ン
グ
証

券
の
ニ
ッ
ク
・
リ
ー
ソ
ン
、
あ
る
い
は
住
友
商
事
の
銅
先

物
取
引
で
「
ミ
ス
タ
ー
五
％
」
と
呼
ば
れ
た
浜
中
泰
男
な

ど
）。
こ
の
ょ
う
な
状
況
に
あ
る
場
合
に
は
、
バ
ッ
ク
・

オ
フ
ィ
ス
部
門
が
遠
慮
し
て
取
引
の
チ
ェ
ッ
ク
が
疎
か
に

な
る
傾
向
が
生
じ
る
た
め
不
正
行
為
が
起
こ
り
や
す
い
の

で
あ
る
。
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以
上
の
議
論
を
統
括
し
て
、「
新
し
い
不
正
の
ト
ラ
イ

ア
ン
グ
ル
・
モ
デ
ル
」
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
能

力
が
中
央
に
配
置
さ
れ
て
い
る
の
は
、
他
の
三
要
因
を
支

え
る
基
本
的
な
要
素
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
（
図
表
４
参

照
）。

　

そ
れ
で
は
、
こ
の
不
正
の
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
・
モ
デ
ル

の
枠
組
み
に
従
え
ば
、
東
芝
の
不
正
会
計
問
題
は
ど
の
よ

う
に
評
価
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。『
報
告
書
』
は
、
不
正

会
計
に
経
営
ト
ッ
プ
ら
の
関
与
を
含
め
た
組
織
的
関
与
が

行
わ
れ
た
直
接
の
原
因
と
し
て
、
当
期
利
益
至
上
主
義
と

目
標
達
成
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
、
上
司
の
意
向
に
逆
ら
う
こ

と
が
で
き
な
い
と
い
う
企
業
風
土
、
適
切
な
会
計
処
理
の

遵
守
に
対
す
る
意
識
の
低
さ
な
ど
、
間
接
的
原
因
と
し
て

内
部
統
制
の
機
能
不
全
、
業
績
評
価
制
度
、
財
務
・
経
理

部
門
に
お
け
る
閉
鎖
的
な
人
事
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
、
内
部

通
報
制
度
の
有
名
無
実
化
を
あ
げ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
の
多
く
は
、
金
融
商
品
取
引
法
に
お
い
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て
財
務
報
告
に
つ
い
て
の
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が

義
務
づ
け
ら
れ
た
時
に
、「
統
制
環
境
」
の
整
備
・
強
化

と
し
て
繰
り
返
し
論
じ
ら
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
端
的

に
言
え
ば
、
ど
の
よ
う
に
優
れ
た
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
て
も
、
ト
ッ
プ
の
倫
理
観
が
低
い
か
、
ト
ッ
プ
自

ら
が
意
図
的
に
不
正
行
為
を
行
え
ば
、
そ
れ
を
防
ぐ
術
は

な
い
。
た
と
え
、
社
外
取
締
役
が
過
半
数
を
占
め
て
い
よ

う
が
関
係
な
い
。
こ
れ
は
エ
ン
ロ
ン
社
の
取
締
役
会
（
同

社
が
破
綻
し
た
二
〇
〇
一
年
の
三
月
時
点
）
が
一
四
名

中
、
会
長
と
Ｃ
Ｅ
Ｏ
を
除
く
一
二
名
が
社
外
取
締
役
で

あ
っ
た
事
を
紹
介
す
れ
ば
十
分
で
あ
ろ
う
。
Ｓ
Ｏ
Ｘ
法
が

制
定
さ
れ
る
以
前
で
も
、
ア
メ
リ
カ
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
シ

ス
テ
ム
は
現
在
の
日
本
よ
り
も
厳
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
・
モ
デ
ル
に
即
し
て
み
る
と
、『
報

告
書
』
を
読
ん
で
も
良
く
分
か
ら
な
い
の
が
不
正
会
計
の

動
機
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
企
業
経
営
者
は
エ
ン
ロ
ン
社

の
ケ
ー
ス
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
け
た
違
い
の
報
酬
を

手
に
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
個
人
的
な
金
銭
欲
の

た
め
に
不
正
に
手
を
染
め
る
こ
と
が
多
く
、
動
機
は
分
か

り
や
す
い
。
し
か
し
、
日
本
の
場
合
に
は
、
個
人
的
な
強

欲
か
ら
不
正
行
為
に
及
ぶ
ケ
ー
ス
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
、
経
営
者
の
報
酬
が
固

定
部
分
の
割
合
が
多
く
、
業
績
や
株
価
の
動
向
に
大
き
く

左
右
さ
れ
な
い
こ
と
も
関
係
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な

い
。

　

少
な
く
と
も
東
芝
の
公
表
さ
れ
た
決
算
の
数
字
を
み
る

限
り
、
山
一
証
券
や
カ
ネ
ボ
ウ
の
よ
う
に
赤
字
で
倒
産
の

危
機
に
瀕
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
し
た
が
っ

て
、
会
社
の
倒
産
を
避
け
る
た
め
に
不
正
行
為
に
手
を
染

め
た
と
い
う
こ
と
で
も
な
い
よ
う
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、

同
業
他
社
、
特
に
日
立
の
二
〇
〇
九
年
以
降
の
業
績
の
急

回
復
と
、
自
社
の
原
発
と
半
導
体
事
業
へ
の
「
選
択
と
集

中
」
が
必
ず
し
も
順
調
に
い
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
く
る

焦
り
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
財
務
内
容
悪
化
に
と
も
な
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う
資
金
繰
り
の
厳
し
さ
も
考
え
ら
れ
る
。
特
に
、
リ
ー
マ

ン
・
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
強
烈
な
逆
風
を
受
け
た
二
〇
〇
九

年
三
月
末
に
は
極
度
に
資
金
繰
り
が
悪
化
し
て
お
り
、
六

月
ま
で
に
公
募
増
資
と
劣
後
債
の
発
行
に
よ
っ
て
資
金
繰

り
の
危
機
を
乗
り
切
っ
た
。
こ
の
時
期
の
利
益
の
か
さ
上

げ
は
切
迫
し
た
資
金
繰
り
が
背
景
に
あ
る
と
の
指
摘
が
あ

る
。
こ
の
関
連
で
み
れ
ば
、
二
〇
一
四
年
三
月
期
に
有
形

固
定
資
産
の
償
却
方
法
が
定
率
法
か
ら
定
額
法
に
変
更
さ

れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
税
金
等
調
整
前
当
期
純
利
益
は
三
二

一
億
円
増
加
し
て
い
る
こ
と
も
同
じ
動
機
に
よ
る
と
も
考

え
ら
れ
る
（
週
刊
東
洋
経
済[

二
〇
一
五
ｂ]
）。
こ
れ
ら

の
問
題
に
つ
い
て
は
、
監
査
人
で
あ
る
新
日
本
監
査
法
人

の
役
割
を
分
析
し
な
い
限
り
明
ら
か
に
な
ら
な
い
。

　

さ
ら
に
、
貸
借
対
照
表
（
Ｂ
／
Ｓ
）
に
関
連
し
て
、
二

〇
〇
六
年
に
買
収
し
た
ウ
エ
ス
チ
ン
グ
ハ
ウ
ス
（
Ｗ
Ｈ
）

社
の
問
題
が
あ
る
。
東
芝
は
Ｗ
Ｈ
株
の
七
七
％
を
四
二
億

ド
ル
（
約
五
千
億
円
）
で
買
収
し
た
が
、
同
案
件
を
め

ぐ
っ
て
競
合
し
た
三
菱
重
工
業
は
そ
の
評
価
額
を
二
五
〇

〇
億
円
か
ら
三
〇
〇
〇
億
円
と
評
価
し
て
い
た
か
ら
、
非

常
に
強
気
の
事
業
戦
略
を
描
い
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
東

芝
は
「
二
〇
一
五
年
度
末
ま
で
に
原
発
を
全
世
界
で
三
九

基
を
受
注
し
、
売
上
高
一
兆
円
を
達
成
す
る
」
と
ぶ
ち
上

げ
た
。
し
か
し
、
二
〇
一
一
年
の
福
島
第
一
原
発
事
故
以

来
、
世
界
的
に
も
原
発
建
設
に
は
急
ブ
レ
ー
キ
が
か
か

り
、
原
発
事
業
は
目
論
見
ど
お
り
に
は
い
っ
て
い
な
い
。

ま
し
て
や
、
Ｗ
Ｈ
株
二
〇
％
を
保
有
し
て
い
た
ア
メ
リ
カ

の
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
会
社
で
あ
る
シ
ョ
ー
・
グ
ル
ー
プ

は
原
発
事
業
の
将
来
に
見
切
り
を
つ
け
、
取
得
時
に
交
わ

さ
れ
た
プ
ッ
ト
・
オ
プ
シ
ョ
ン
を
行
使
し
、
取
得
価
格
の

約
一
二
五
〇
億
円
で
東
芝
に
買
い
取
り
を
要
求
し
た
。
こ

の
結
果
、
そ
れ
以
外
の
買
収
（
東
芝
が
力
を
入
れ
て
い
る

ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
事
業
に
関
連
し
て
、
ス
イ
ス
の
ラ
ン

デ
イ
ス
・
ギ
ア
の
買
収
）
に
よ
り
、
二
〇
一
四
年
一
二
月

末
の
の
れ
ん
代
は
一
兆
一
五
三
九
億
円
に
膨
れ
上
が
っ
て
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い
る
。
さ
ら
に
、
繰
延
税
金
資
産
二
四
二
七
億
円
と
そ
れ

以
外
の
無
形
資
産
を
加
え
た
Ｂ
／
Ｓ
上
の
「
そ
の
他
資

産
」
は
一
兆
五
五
四
〇
億
円
に
達
し
、
自
己
資
本
（
一
兆

四
二
六
四
億
円
）
を
上
回
っ
て
い
る
。

　

仮
に
こ
れ
ら
の
資
産
の
価
値
が
減
損
す
る
こ
と
に
な
れ

ば
、
短
期
の
資
金
繰
り
ど
こ
ろ
か
、
自
己
資
本
の
増
強
を

迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
（
杜　

耕
次
「
東
芝
を
圧
迫
す

る
『
巨
額
の
れ
ん
代
』
と
迫
る
『
債
務
超
過
』
危
機
」

（http://w
w

w
.fsight.jp/articles/-/40315

）。

　

以
上
の
可
能
性
は
現
時
点
で
の
推
測
で
あ
る
が
、
そ
れ

以
外
に
も
経
団
連
会
長
の
ポ
ス
ト
を
狙
っ
た
業
績
づ
く
り

な
ど
の
動
機
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
ど
れ
も
推
測

の
域
を
出
な
い
。
今
後
の
調
査
に
よ
っ
て
説
得
性
の
あ
る

動
機
の
解
明
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

四
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
問
題

　

七
月
二
〇
日
に
提
出
さ
れ
た
第
三
者
委
員
会
の
報
告
書

を
受
け
て
、
東
芝
の
田
中
久
雄
社
長
は
自
ら
を
含
む
歴
代

三
社
長
の
辞
任
、
さ
ら
に
は
全
取
締
役
一
六
人
の
う
ち
八

人
が
引
責
辞
任
す
る
こ
と
を
発
表
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
で
東
芝
の
不
正
会
計
問
題
の
全
容
が

明
ら
か
に
な
っ
た
訳
で
は
な
い
が
、
デ
ジ
ャ
ブ
（
既
視

感
）
を
覚
え
た
方
も
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ア
メ

リ
カ
の
エ
ン
ロ
ン
社
が
破
綻
す
る
ま
で
、
同
社
は
「
経
営

の
質
」
の
高
さ
、「
最
も
革
新
的
な
企
業
」
と
し
て
マ
ス

コ
ミ
、
経
営
学
者
、
経
営
評
論
家
の
間
で
高
く
評
価
さ
れ

て
い
た
。
し
か
し
、
同
社
の
破
綻
を
契
機
に
、
サ
ー
ベ
ン

ス
・
オ
ク
ス
レ
ー
（
Ｓ
Ｏ
Ｘ
）
法
が
制
定
さ
れ
、
同
社
の

監
査
人
で
あ
っ
た
ア
ー
サ
ー
・
ア
ン
ダ
ー
セ
ン
が
信
用
を

失
い
破
綻
し
た
の
を
受
け
、
監
査
人
の
監
督
機
関
で
あ
る
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公
開
会
社
会
計
監
督
委
員
会
（
Ｐ
Ｃ
Ａ
Ｏ
Ｂ
）
が
創
設
さ

れ
、
財
務
報
告
に
つ
い
て
は
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
が
強
化

さ
れ
た
。
次
い
で
、
二
〇
〇
七
‐
〇
八
年
の
金
融
危
機
を

受
け
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
証
券
取
引
所
（
Ｎ
Ｙ
Ｓ
Ｅ
）
お

よ
び
ナ
ス
ダ
ッ
ク
は
上
場
会
社
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
基
準
を
改

訂
（
二
〇
〇
三
年
に
も
改
訂
し
て
い
る
）
し
、
独
立
取
締

役
の
独
立
性
の
基
準
を
一
層
、
厳
格
化
し
た
ほ
か
、
監
査

委
員
会
、
指
名
／
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
委
員

会
、
お
よ
び
報
酬
委
員
会
の
各
委
員
会
は
独
立
取
締
役
の

み
で
構
成
さ
れ
る
こ
と
、
さ
ら
に
経
営
者
が
参
加
し
な
い

独
立
取
締
役
だ
け
の
定
例
の
会
議
（executive 

session

）
の
開
催
を
義
務
づ
け
た
（
佐
賀[
二
〇
一

四]

）。
現
在
で
は
、
会
長
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
以
外
の
す
べ
て
の
取

締
役
が
独
立
取
締
役
で
あ
る
企
業
も
必
ず
し
も
珍
し
く
な

い
。

　

こ
う
し
た
規
制
の
強
化
の
効
果
も
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
で

は
不
正
会
計
処
理
の
件
数
は
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
。

　

日
本
で
も
二
〇
一
五
年
は
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン

ス
・
コ
ー
ド
の
制
定
、
社
外
取
締
役
の
導
入
に
よ
っ
て
、

「
企
業
統
治
元
年
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
東
芝
の
不
正
会

計
問
題
は
そ
の
矢
先
に
起
き
た
だ
け
に
衝
撃
も
大
き
い
。

独
立
性
の
基
準
、
独
立
取
締
役
の
割
合
な
ど
を
採
っ
て
み

て
も
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
し
て
は
日
本
は
ア
メ
リ
カ
の

「
数
周
遅
れ
」
の
印
象
を
持
つ
の
は
筆
者
だ
け
で
は
あ
る

ま
い
。
し
か
も
、
そ
れ
す
ら
「
攻
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
と

い
う
課
題
を
担
っ
て
推
進
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
は
危
う
さ

を
感
じ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
Ｒ
Ｏ
Ｅ
至
上
主
義
に
容

易
に
結
び
つ
き
、
利
益
操
作
の
誘
惑
を
強
め
る
恐
れ
な
し

と
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

東
芝
は
『
報
告
書
』
の
提
言
を
受
け
て
「
再
発
防
止

策
」
を
策
定
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
企
業
風
土
改
革
と
し

て
、
①
予
算
統
制
の
見
直
し
、
②
意
識
改
革
・
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
強
化
、
③
会
計
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
教
育
の
実

施
、
内
部
統
制
強
化
策
と
し
て
、
①
財
務
部
門
の
組
織
改



142―　　―

証券レビュー　第55巻第10号

革
、
②
内
部
通
報
制
度
改
革
、
業
務
プ
ロ
セ
ス
改
革
と
し

て
、『
報
告
書
』
で
指
摘
を
受
け
た
各
事
業
分
野
に
お
け

る
会
計
処
理
の
適
正
化
に
向
け
た
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
運
用

の
改
善
、
で
あ
る
（
東
芝[

二
〇
一
五]

）。

　

こ
れ
ら
は
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
に
向
け
た
重
要
な
取
り
組

み
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
仮
に
不
正
会
計

の
動
機
が
資
金
繰
り
や
財
務
内
容
を
良
好
に
み
せ
る
こ
と

に
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
根
本
的
に
は
収
益
力
の
強
化
に
向

け
た
事
業
の
再
構
築
が
必
要
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。

終
わ
り
に

　

東
芝
は
日
本
企
業
の
中
で
は
い
ち
早
く
委
員
会
等
設
置

会
社
に
移
行
し
、「
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
優
れ
た
企
業
」
と
し

て
評
価
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
実
態
は
ガ
バ
ナ
ン

ス
の
仕
組
み
を
骨
抜
き
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
今
回
の
不

正
会
計
処
理
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
近
年
、
日

本
企
業
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
対
す
る
意
識
が
高
ま
っ
て
は
い

る
も
の
の
、
他
の
日
本
企
業
も
教
訓
に
す
べ
き
事
例
で
あ

ろ
う
。
ど
の
よ
う
な
優
れ
た
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
シ
ス
テ
ム
、

内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
よ
う
と
も
、
そ
れ
に
魂
を

吹
き
込
む
の
は
人
間
で
あ
り
、
特
に
ト
ッ
プ
の
経
営
者
の

倫
理
観
に
問
題
が
あ
る
場
合
や
、
意
図
し
て
不
正
行
為
に

手
を
染
め
る
場
合
に
は
、
防
ぎ
よ
う
が
な
い
こ
と
を
銘
記

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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